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戸

正

雄
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●

緒

言

=

本
研
究
の
目
的
二
説
蓮
の
順
序
}

第

一
段

消
費
税
の
肚
會
政
策
上
生
産
者
ド
及
ぼ
す
不
良
影
響

。

ラ

ラ

コ

ジ

ラ

　

其

一

不
頁
影
響

の
本
質

二

中
等
階
級
政
策
上
の
不
利
二
不
利

の
緩
和
A
有
利
な
ろ
影
響

い
生
産
上
の
利
益
ろ
倫

理
及
衛
生
上
の
利
益
B
中

(

(

〔
.

(

(

{

等
階
級
政
策
上
太
だ
し
く
不
利
な
ら
ざ
ろ
の
鮎

)

、

,
.

ラ

　

ラ

其

二

不
頁
影
響

の
原
因

二

自
然

の
大
勢

に
放
任
す

ろ
結
果
A
大
企
業

に
於
て
生
産
費
の
小
な
ろ
こ
と
B
大
企
業

に
て
に
租
税
輔
嫁
困
難

の

(

(
.

(

ラ

ラ

ラ

場
合

の
抵
抗
力
大
な

ろ
こ
ピ
C
大

企
業
に
ば
税
務
寅
買
収

の
便
利
大
な

ろ
こ
ミ
D
租
税
取
締
規
定
が
大
企
業
に

一
尉
安
易
な
ろ
こ
三

一
税
法

　

(
.

(

(

の
積
極
的
施
設
の
結
果
A
小
企
業
の
禁
止

B
課
税
標
準
の
定
め
方
V

ラ

ラ

ラ

第
二
段

消
費
税
の
肚
會
政
策
上
生
産
者

に
及
ぼ
す
不
頁
影
響
の
匡
正
案

(
「
根
木
第
二
懸
念
策
A
大
小
企
業
に
差
等
課
税
し
特

に
累
進

税
な
課

(

(

(

-

す
ろ
こ
ピ
B
税
法

F
於
け

ろ
小
企
業

不
許
可
の
規
定
々
解
放
す

る
こ
ε
C
穐
務
官
吏
の
間
に
祉
曾
政
.築
上

の
観
念
々
鼓
吹
す
ろ
こ
ご
)

(

(

結

論

〔全
文

の
駆
首
邑

曽

緒

口

.

各
視
を
肚
會
政
策
上
よ
り
批
判
す
る
ご
蓬
は
、
今
日
の
時
世
盆
其
必
要
が
威
せ
ら

る
、
。

…

論

説

消
費
税
が
生
産
者
に
及
ぼ
す
影
響
の
肚
會
政
策
的
考
察

第
十
巻
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二
號

夫

一)

特
に
消
費
税
は
由
來

一
=

七

■

、



一

論

説

婆

繋

生
薯

・
及
ぼ
す
懸

・
唇

肇

的
藁

第
喜

(第
二
號

六
二
=

=
入

地
種

の
批
許
を
待

つ
忌

の
大
な
・
磐

せ
ら
れ
て
居
る
が
、
併
し
其
は
通
例
、
消
費
喬

か
ら
見
ら
れ
・
其

の
之

㎜
が
爲
・
・
下
層
審

の
負
禦

上
盤

會

の
其

・
芒

て
、
給
付
能
力
の
製

・
に
は

恵

重
く
な
る
・
堕

て
は

.

葦

活
塞

迫
す
る
。
其
れ
で
耐
震

築
上
望
ま
し
か
争

喜

ら
る
・

.の
で
あ
る
・
此
も
警

量

大
で
あ
る
・

そ
し
て
清
費
椀
の
利
害
關
係
者

ご
し
て
は
、
其
の
太
だ
置
き
に
亘
れ
る
清
規
者
の
立
場

を
考
慮
し
℃
見

る
こ
ε
に

.

重
き
を
世
-

い
ふ
の
も
正
し
い
。
併
し
蒙

星

雲

側
か
ら
観
て
均
し
魁

濃

漿
上
好
ま
し
か

ら
ざ

る
も

の
Σ
存
す

。
こ
。
を
見

逃
し
て
は
な
畠

。
私
は
鹿

砦

明
か
に
し
窪

恵

ふ
・
そ
し
て
同
瞥

ー
ハ
の
此

後

一
り
て
生
す
る
弊
害
を
匡
正
す
る
方
策
如
何
ご
い
ふ
黙
に
も
説
き
及
ん
で
、
實
際
家

の
向
ふ
.べ
き
成
し
の
を
示

さ
う

薯

え
。
。
尤
も
曹

落

磐

い
ふ
て
も
其
に
勇

の
形
式
が
あ
・
、蕃

つ
暮

異
り
た

る
事
項
が
め
る
が
・

;

々
其
を
。
ふ
績

・
堪

へ
ぬ
。
敬
呈

・
し
て
普
語

形
・
於
け
・
清
鑑

、
野

饗

煮

掌

る
纂

ε

し
て
は
最
傘

な
を

見
倣
さ
・
、
製
造
品
枕
(華

、
詳
し

一
い
へ
ば
製
造
家
に
就
き
製
造
品
の
標
準
に
よ
り
取

。
も
の
に
就
き
て
脅

し
や
う
ε
思
ふ
が
、
併
し
設
備
税
原
料
欝

て
も
同
様
の
忌

、
蚤

其
者

も

一
霞

.

し
い
影
響
が
認
め
ら
れ
・
所
で
あ
・
、
薫

采

慧

暑

過
す
る
の
で
繁

い
。
羨

く
清
規

の
生
馨

に

及

ぼ
影

響

父

ば
、
共
が
毒

、
生
産
誉

生
産
を
妨
げ
併
し
課
勢

法
の
如

.何
に
よ
り
て
星

護

頁
の

濃

を
與
増

ε
・
ふ
方
面
も
あ
・
が
、
其
・
別
論
・
蓼

、
警

藻

題
導

肚
霞

策
去

方
再

つ
き
て

の

み

述

ぶ

。
.
.

・
.

.

,

、
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・、・
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・
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塑

の
藩

・
長

島

肇

及
駐

に
際
工
下
暴

の
最
正
妻

・
考
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あ
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ひ
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て
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右
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垂
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ふ
・
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ア
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三

股
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製
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が
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筆

馨

に

画

一

課

種
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駕

す
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■

岨
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ム

張

霧
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順
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ε
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づ
溶
窺
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馨

政
築
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生
薯

に
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ぼ
す
歪

・
・
響
・
査

#
長

㎞

逸
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説
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次
疑
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の
之
漉
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救
鍵

に
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ぱ
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ふ
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.

.

・
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.鵬
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曲
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第
裏

鶉

磐

肇

上
生
薯
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・

贈

に
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ぼ
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不

夏
影
響

㎞
且

臨

)

茎

不
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影
響
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本
質

-
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鵡

.

↑
饗

霞

其
税
の
負
響

即
ち
ぞ

は
物
の
消
碁

に
封
し
、
真
中
、
薯

墓

嘗

暫

り
も
賞
募

働
者

譜

　
階
級
嬉

し
翌

の
舞

嘉

ふ
…

三
。
そ
し
て
薯

の
生
蓼

歴
迫
す
る
も
の
・註
・一・な
る
嘉

し
く
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生
産

黙
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者

に
謝
し
て
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大
生
産
者
よ
り
も
小
生
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向
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過
大
の
負
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を
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利
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號
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意

霜

的
元
素
た
・
小
響

企
薯

ぎ

書

髭

審

政
策
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・
し
　

い
・彗

・復

文
特
に
還

価

一
一
糞
購
搬
難

簾
灘
囎籾糠
欝
縫

纏

誰
舗
紬矯
翻

{註
志

、
大
鎧

は
先

づ
右

の
如
く

に
な
る
傾

が
あ
り
、
砒
會

政
策
上

は
不
良

ご
い
。は
な
け
れ
ば
な

5
漁
護

八
)。

加お

ド

(註
二
憂

く
。
窺

の
藩

に
馨

ろ
黍

、、
い
へ
・
、
脚

馨

相
・
の
・間
・
其
の
か
・
牟
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饗

・
者
・
幕

間
・
ぞ

・
　
.
認

舳

縫

鰻

鑑

麟

膨剤棚鍵

組難

鞍

耀
闘藤

難
韓

　

ラ

ラ

く

。
に
最
少
,、
取
運

ろ
＼
。
喉

捌

.、
し
、
σ

に
・
斗
・・
に

・
ン
ヲ
ー
ド
に
日
・
、
樫

晟

犠

・
過

畏

碧

色
撃

…

何

・
窪

繭

掻

験
接

れ
ば
薯

蕎

接
方
法
・
て
・
理

由
に
麗

ぜ
え

・
・
か
ら
・
。
・
　

・
瓦

禦

燕

岳

の
蓮

肇

禁

珪
華

る
.

㎎

,

所
。
躍

の
鍵

亨

,
完
全
に
且
。
公
霧

ろ
度
に
・
警

ろ
、
;

、の
前
髪

充
誉

な
…

い
ひ
…

↑

髭

・
・
芙

馨

昆

職

嚢

糎

耀
諮
属
濤

柵鑑
翫難

擁
鋪に饗

略
暦惣
響

晶
羅

、磁
■
＼

。
エ
ー
ベ
ル
。
に
薫

税
物
件
が
糞

.叩
ε
・
疫

な
る
程
、
叉
・開質
ド
・
り
税
歩
建

・
・
…
・
・
曇

れ
・

・
來
…

ミ

砦

・
・

,響

多
く
人
羅

の
養

な
。
ち
、愈
々
婁

轟

が
下
暦
書

に
・
に
・
う
ろ
、、ピ
に
瑳

ご
い
ひ
、ポ
…

髭

肇

・
・
舞

於
・

譜

.

及
歪

な
る
併
こ

展

。
藩

の
罐

に
於
て
に
、
貧
民
・
繁

り
主

鑑

・
鐘

・
め
・
ろ

(
・
危
撃

存
・
蚤

・
・
縁

定
の

臨

裟

醗
.ト
つ
き
、
例
之
、
匿
姦

蒙

・
、
酒
精
飲
料
・
獲

・
未

醤

藷

艶
言

落

・
聾

・
盗

明
知

重

い
ふ
・
よ

…陀

濃ど

み

一
部
の
人
。
砦

よ
帰
見
て
裟

者
露

黎

正
長

芋

・季

。
.例
之
・
　

・
錆

窺

碁

利
婁

嘉

の
磐

均
し
く
公
正
の
原
則

瀦

長

ぜ
ご

三

。
悉

旨
に
、
直
麓

で
棊

正
縫

上
均
し
く
盤

が
あ
ぞ

・
消
費
撃

之
論

季

ろ
所
芝

露

す
に
在

る
・
ビ
:

勿



・ル
ザ
ッ
。
。
窩

醤

つ
高

牽

他
・
播

よ
り
盛

・
.
見

轡

食

・
凡
へ
・
・
階
墾

箔

讐

れ
ろ
・
併
し
通
例
薯

後

養

老
よ
一

高
淺

に
蒲

讐

ら
る
』
〔エ

.
此
誓

藍

箏

、
平
均
・
於
て
会

欝

・
響

・
い
ふ
ミ

を
得
な
い
・
置
ふ
正

税

が
課

税
原

則

に

一
致

ぜ

ざ

ろ
種

ご
見

る
べ

春

も
の

で
な

い
ピ
63

.

ラ

.

伸
に
つ
桑

は
フ
グ
ナ
占

、
潭

羅

の
少
く
、、-
近
華

筵

例
駒
牽

の
指
療

則
箔

窺

覧

る
個
毯

上
麗

裁

答

於
て
、

容
易
麦

に
多
く
ば
多
少
雷

及
小
所
得
の
持
主
の
不
利
に
`
つ
て
警

を

い
や

・」

.箆

簸

雛

釈

鰐

誘

摘
無
税
が
必
要
砿
ろ
　

　

一

す
・
ほ
、・、
・
藍

　

　

税

(茜

憂

・
、
・
ッ
ケ
}

、
・
酒
・
蕩

ミ

華

美
鍵

雛

・
漸
次
婆

七

生
層

々
著

長

中
薯

、
こ

嚢

無

難

騒

造
揚
が
小
な
る
特
に
農
業
的
の
製
。、揚
々
腰
近
し
鍵
・
に
し
な
か
・
た
、此
　

・
の
　

・
あ

・

.

垂

五
}

,
ナ
ソ
。
に
至
て
髭

理
由
禽

調
.
・
、
饗

馨

斥
・
主
簿

」・
.
巳
ミ

霧

雲

凡
へ
・
・
講

の
下
に
・
小
舞

々
壷

螢
`
,
、
肩

多
く
選

す
ろ
蕪

に
於
て
、
馨

政
策
上
・
叢

・
於
・
良

習

落

針
・
め
り
・
而
・
講

窺

書

来
る
だ
け
耀

し
て
租
税
尋

普

い
ふ
霧

税
旨

・
)藁

む
.へ
密

な
る
要
求
が
あ
を

い
蛎

漢̂

)

火
綴

造
の
彙

・・
の
深
繭

係
・
・
ミ

繕

育

散
見
仙

薄

管
如

し
く
説
か
室

.莚

;

に
つ
寿
、ゲ
ツ
。
ば
論
、
て
曰
く
、
蕎

…

黍

萎

火
酒
・
會

婁

充
…

蒲

逸
ξ

斯
く
な
き

こ
あ

甜

は
奮

の
如
毛

あ
る
。
其
故
麺

逸
で
呈

地
券

配
及
響

が
英
国
ポ

も
冨

碁

で
あ
ろ
か
ら
臨

.

大 四.往

論 正+巷

某

で
。
、
暮

し
註

・
暴

、
讐

多
少
規
則
正
と

酒
携

盤

・
識

登

地番

の
大
難

認
む
差

の
如
勧

清
灑

造
艦

査
定
石
高

一
環

均
姦

四

単

層

言
、美

四
、尋

四
死

孟

元

年

.

莫

査

佃
、
=
蒼

九

萎
.

・

告
.

説

裟

釜

座
誉

及
ば
轟

・
審

餐

・
嚢

第
惑
.

〔第
二
號

六
五
)
.
二
三

::羅蕪 轟 撞 灘麟 難.



～

醗

羅

が
生
薯

援

ぽ
マ
髪

嚢

・
的
考
・

…

餐

第
二
號

六
{ハ=

三
二

　

同

・二

牟

δ

、藁

四
・三
六
・會

菱

～

同

。

奪
.

一。
、…

、…

晃

・・
.

、

・

「

醸

■

一
洞

四

年

δ
、碧

層
・萎

葵

き
-

.

歪

噸

、
一
靴

齢
皇

籍

は賑樺

鉱

の　

　

　

關　

する
撫

難
灘
繰
難

灘
鰹
灘

辮

　響

辮

騒継
　灘

　繕
撚

　…

霧

欝

欝
難

唖聾
譲
鷲
雑
嚢

妊ド鞍

懸

霜

互
間
の
。
禦

ら
見
て
も
、
成
程
小
生
薯

が
大
生
雲

・
封
・
立
行
奮

な
・
て
・
馨

の
地
位
が
失

・

勲



発

奮

小
湊

斎

企
馨

蕊

ふ
或
中
等
階
撃

減
少
す
を

窪

窪

・
が
・
併
し
大
企
券

魯
魚

ご

㎝

」な
る
結
果
、
此
に
民
吏
階
級
を
生
じ
て
、
新
　

中
軽

挙

・
・
髭

逃
・
て
　

・
隔
・
葦

・

醜

如

何
に
も
分
配
上
肚
璽

に
は
、
非
衒
妻

良

吏
よ
り
轟

音

瞥
の
.小
生
薯

の
存
在
の
方
が
選
ふ
へ
き
で

碗

冨

・
が
、
爲
・
・
家

中
階

級
の
よ
泉

・
の
で
は
?

、
特
殊
な
・
智
識
的
中
舞

級
の
代
っ
て
窪

す

.㎜　

.

る
所

で
あ

る
か
ら
、
慨
消
費
税

の
生
.雇
者
相
互
に
及
ぼ
す
影
響
を
以
て
甚

し
く
　

艮
の
も

の
ε
は

い
ひ
得
な

い
。

曜

鷺
雛

腔藤

麟
u鍵

盤
講

籠
癖

嬬餐

.
　
.

囎

産
者
相
互
の
問

に
、
中
等
階
級
政
策
上
、
或
不
良

の
影
響
を
及
ぱ
す
ご
ε
は
孚
は
れ
な
い
。

・彗

妻

・
・
婁

…

薄

・
…

利
　

・
霧

辱

て
揉

・
い
・.例

之
毒

如
　

の
に
堺

ぞ

な
劣

蹟
翻

鍛鍛
簾
　　鰹
鱗
遡　鱗
岡灘

　灘
恥鍵

鰐

雛

霧

・
・
　

・
・…

・
美

酒
・
如
轟

盛

・
導

・
利
・
・
甕

く
見
る
人
　

る
・
例
之
・
ζ

レ
は
善

の

鵠

ぬ

不
利

な
農
業
が
員

ふ
ご
ξ
㌦
な
る
べ
く

、
此
不
利
に
生
産
愛

の
節
約
よ
り
も

一
軒
大
な
ろ
べ
し

ミ
h
細
。

謙
譲

籍

雍

糟
馨

賑

嫉雛

　
　
量

　
奢
れて　
　

』及鍵

嶽

酒
廠

憲

、
む
へ
爵
、酒
飲
・、な
ろ
　

の
馨

轟

さ

い
ひ
ヨ

y
7

・
鑑

時
恰
硲

典

麗

霧

が
呂

の
霧

詣

る
多
く
甘

瑠

叫

論

説

羅

税
童

馨

に
及
ぼ
す
影
響
の
馨

肇

的
藁

第
+
巻

(第
二
號

六
七
)

一三
三



鵠

臨

漕
塑
稔
が
生
産
者
に
及
ぼ
す
影
響
の
肚
會
政
策
的
考
黙

第
十
巻

(第
二
號

大
入
)

二
二
四

常
の
笹
養
物
・・
し
て
利
用
し
、
加
之
賃
金
の

一
部
こ
し
て
計
算
す
ろ
の
故

に
、
飲
酒
奄
普

及
す
ろ
…

起

照
明
し
た
こ
い
ふ
。
荷

ほ
グ
ツ
ッ
も
小

製
造
揚
の
人

な
る
有
利
は
酒
精

問
題
よ
り

い
へ
ば
悲

し
む
べ
喜
方
策
で
あ
ろ
ミ

い
ひ
、
ペ
ル
ギ
ウ
ス
に
依
れ
ば
、

エ
ン
グ
ル
も
小
火
酒
製
造
揚
の
.

租
税
恩
典

に
反
謝
し
、
此
が
火
酒
飲
用

々
増
加
す
ろ
こ
ピ
な
信
じ
た
り
ε

い
ふ
。
光
も
大
企
業
ミ
な
り
て
も
飲
酒
の
普
及
ば
少
か
ら
ず
と

い
ふ
説

一

毛

・
・
例
壷

-
・
に
尖

蝦

造
の
歪

に
`
張

酒
緩

和
の
告

ら
る
一

心
霧

す
る
シ
」菌

難
で
あ
乳

ひ
奨

羅

。、
し
て
沙
鍛

製
造
揚
為
有
す
る
英
國

に
火
酒
澗
盛
大
に
し
て
無
数
の
小
縄
螢
製
造
揚
を
育
す

る
ウ

ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ヒ
に
て
其
消
費
量

の
小
な

み
こ

15

ピ

な

畢

ぐ
o

'

、
.

9

一

(註

=

一)

ゲ
ッ
ッ
ば
纒
駿
に
依
れ
ば
飲
濟
慾

の
住

家
に
し
て
甚
大
な
ろ
フ
ー
セ
ル
含
嘉

に
瓜
り
て
大
な
ろ
度
に
て
健
康

な
害

す
ろ
全
く
不
具
掛

る
産
物
為
供

す
る
所
の
小
製
造
場
の
過
大
な
ろ
恩
典
な
以
て
郵
書

の
本

さ
鴛
t
、
ヂ
ー
ル

シ
ユ
ケ
は
小
火
酒
製
造
揚
に
大

に
フ
書

ゼ
ル
含
有
火
酒

均

の
供
給

に
よ
け
て
飲
澗
の
弊
害

心
太

な
る
度
に
て
烈
し
か
ら
し
む
み
こ
ξ
々
責

め
ら

ろ
。

そ
し
て
此
非
難
に
に
麗
然
の
或
度

恥
も
つ
こ
い
ふ
。

.

(註
≡

.

此
あ
る
の
故
咲

瑞
西
の
轟

に
置

、
少
く
・、
皐

に
甘
辛

・
〃
ト
リ
ー
ル

の
謡

難

供
華

ろ
能
に
ざ
ろ
凡
へ
毒

讐

'

々

許

さ

な

い

こ

"
」
」

し

た

。

〔註

西

)

↑

㌻

要

に
曰
く
、
画
筆

渉
に
凡
べ
て
の
小
饗

の
退
却
々
永
く
妨
ぐ
ろ
§

ば
出
来
な
い
・
叉
妨
げ
て
疑

ら
な
い
・
地
引

淫

唯
謎

響

中
の
護

的
給
晶

力
あ
ろ
惹

雄
琴

ろ
ミ

旨

立
っ
て

此
琵

急

激
・
ゐ
過
渡
姦

ぐ
ろ
ミ

差

る
べ
さ
・・

の

で

あ

ろ

ピ

9

「

.

㌘

其
二

不
買
影
響

の
原
因
.

.

」」
然
ら
ば
右
　

艮
影
響
鳳
如
何
に
し
て
生
す
る
か
。
其

は
或
は
自
然

の
大
勢
と
し
て
生
す
る
の
を
防
止
せ
ポ
る
に

依

り
生
す

ピ
い
ふ
べ
き
が
あ
り
、
或

は
法
律
人
爲

の
積
極
的
施
設
の
結
果

ご
見

る
べ
き
が
あ
る
。一

)
…
↑
自
然
の
大
勢

に
放
任
す
る
の
結
果
一

即
ち
大
企
業
に
於
け
る
有
利
な
る
生
産
修
得
は
自
ら
大
企
業
者
を
し
て

15)

16)
17)

18)

Bodenheimer,a.a・0.S・so.Conrad,a.a.O.S・84.cc亡z,a,a,O.S.53.

Bergius,Grund5atzed・Fw・S・357・S⊂hじde伽 凶a・O.S・59.

Diersc』ke,a.a,0.SGetz,a,a.O.S.2. ・54・

Dierschke,a,a.O.S.87.Renauld,FinanzenandBrannしweinbesteuerung

desDeutschenReichs,S ・69・

Dierschke,a.a。0.S.5r.



脊

利
乞

し
む
る
稔

、
叢

の
清
鑑

が
之
儀

任
し
・
大
企
薯

・
砦

利
な
る
大
勢
を
利
用
す

る
の
に
任

か
す

ε

い
ふ
事

が
あ

る
。

　
　

腿

大
企
業
に
於
。
生
震

の
小
奮

こ
ご
4

兀
來
大
企
藩

て
星

篠

件
が
有
利
・
・
爲
…

或
燈

=儀

穰

基

産
方
法
無

用
す
る
こ
嘉

出
来
(董

垂
肴

利
な
る
條
件
に
て
栗

劣

を
利
用
す
る
こ
葛

出
来
、
有
利
な
・
膝

に
て
補
助
機
關
を
利
用
す
る
こ
墓

も
暴

、
藏

・
材
料
を
買
牧
す

る
に
も
製
品
を
販

愛

す
詮

も
有
利
で
、
結
局
生
霧

が

房

小
な
・
旨

を
得
、
舞

人
爲
的
防
禦

な
け
れ
ば
・大
機

大
素

潜

の
優
勢
を
筆

べ
き
で
あ
・
垂

・
)。
馨

が
大
小
企
誓

書

て
峯

の
課
磐

爲
著

い
へ
咲

別
蓑

が
大
企
業
脊

積
極
的
に
或
恩
典
を
與
へ
た
の
で
は
な
い
が
、
湛

的
に
、
む
し
ろ
馨

の
問
の
立
場
を
舞

『

「す
鵬

。
に
駕
す
ぺ
か
う
し
或
轟

を
大
企
薯

艦
加
え
な
か
つ
奮

い
ふ
樫

あ
る
・
或
は
そ
ん
な
事
績

視

の
寫
す

べ
き
範
園
外
で
あ

る
。
租
税
は
左
や
う
な
耽
倉
又
は
経
済
政
策
を
行
ふ

べ
き
も
の
で
な

く
、
む
し
ろ
給
付

野

薩

あ
る
慮
に
相
當
の
纂

を
課
す
る
こ
・
に
止
む
・
・
で
あ
る
・
い
ふ
か
も
知
ら
塁

、
其
黙
・
・
見
・
・
蕊

}

く
大
小
企
業

の
間

に
生
産
上

の
利
不
利
が
あ
る
以
上
は
、
莫
大
生
産
者

の
有
利
は
即

ち
真
庭
に
給
付
能
力

の
大
な

鳳

。
も
の
＼
存
魂
る
。
し
て
特
別
の
纂

を
課
し
て
良
い
.
或
は
文
典
の
・
・
甚

租
税
・
中
で
暴

馨

賊

す

べ
き
こ
毛

、
惰
窺

の
寫
す
べ
き
窪

で
な

い
こ
い
ふ
か
も
知
れ
ぬ
。
併
し
虻
ハは
醤
業
視
の
制
度
に

よ
り
て

恥

…
は
即
ち
外
形
的
肇

に
依
・
嚢

舞

で
は
、
決
し
て
其
に
適
誓

い
ひ
難

く
・
其
に
つ
き
薬

磐

消
費
磐

珊

賄

醗

婆

繋

生
薯

に
修

羅

響
の
馨

政
策
的
藁

筆

巻

(第
二
就

禿

)

一三
五

、



論

説

消
費
税
が
生
産
者
に
及
ぼ
す
影
響
の
砒
會
政
策
的
場
察

第
十
巻

(第
二
號

七
〇
)

二
二
六

に
大

し
て
適
不
萢

の
差
等

は
な

い
。

又
瞥

業
税

ご

い
ひ
、

消
費

税
ε

い
ひ
其
間

に

さ
う
明
瞭

に

分
.別

し
て
考

ふ
べ

乱
・

へ

き
も

の
で
は
な
く

、
消
費

税

に
て
瞥

葉
枕

の
事
を

、
瞥

業

挽

に

て
消
費
税

の
こ
ご

を
も
考

ふ

べ
き
も

の
で
、
今

日

偶

の
霞

決
し
・
各
霧

・
て
藻

あ
る
も
・
で
な
く
・
其
馨

し
た
る
婆

藻

の
深
き
も
霰

・
馨

夫
星

㎞

.

屋
上
・
有
利
萎

業

挽
曇

て
考
慮
す
べ
・
…

し
兎

碁

羅

・
て
考
慮
・
玉

良
い
・
臨

,

に
叉
溝
喪
税
が
消
費
者
に
其
消
費
に
慮
じ
起
る
負
捲
を
爲
さ
し
む
る
黙
か
ら

い
ふ
も
、
大
小
生
産
者
間

の
牧
盆
率

、
弥

の
相
違

を
纏

視
に
て
考
慮
、
な

・
の
で
は
不
+

分
・
完
全
ご
・
は
・
け
れ
繁

ら
ね
.註
・
七
・.
加
之
、
雑

∴

以
て
軍
に
給
付
能
力
の
獲

の
み
な
ら
。
、
國
家
肇

・

享

段
ε
し
て
厭
く
欝

蕃

肇

を
慈

し
て
差
支

細

.・
麦

・
レ
リ
老
身

慮
す

る
・
奎

當
で
脅

、
労
々
大
生
薯

・
白
詩

・
有
利
謀

ふ
・
於
て
は
、
是
非

醜.

,
も
之
愚

じ
て
其
に
割
合
に
薯

舞

を
爲
さ
し
む
べ
ぐ
、
之
養

さ
ζ

し
与

れ
ば
、
建

・
黍

寧

眺
.

[べ
き
・。
の
養

ミ

ヴ
し
に
警

て
、
饗

禦

夫
の
歪

影
響
・
校
生
量

か
つ
た
せ

・
ふ
べ
き
で
あ
・
・

毎

垂

五
)

蛮

・
マ
ン
美

酒
鍵

・
つ
ミ

唯
大
業

蛋

美

な
ろ
規
響

て
響

講

製
造
揚
の
み
奢

ら
ゆ
ろ
賢

羨

學

ゑ

得

・
肋

[

た
ご

い
ひ
、
ヂ
ー

ル
シ
ユ
ケ
に
十
八
世
紀
の
終
以
来
爲
さ
れ
た
ろ
技
術
上

の
進
歩
の
結
果

ご
し
て
小

縄
醤
が

或
特
殊
仕
事
に

閲

し
な

い
だ
げ
で

α

ロ

…
ば
、
共
生
爾

実

饗

の
如
髪

垂

掌

る
・、・、猛

來
茅

・
た
。
特
昆

が
火
沼
鑑

議

難

及
舞

・
讐

・
・
ひ
、
㌘

ア
・

承

省

嶺

し
た
ろ
製
造
法
」
有
す
ろ
大
火
澗
製
造
場
の
説
備
が
漸
琴

口
,
ト
。
ま
り
た
ろ
小
な
ろ
火
酒
製
。凧
揚
の
少
か
ら
。
ゐ
制
限
を

蜘

垂

六
)

…

ケ
美

企
黍

小
葉

よ
り
・
鐸

ξ

三

例
之
葬

場

躍

蕩

の
如
き
)
に
・
大
企
萎

同
颪

料
一

憂

駅

[

く

の
製
品

た
生
産
し
、
随

ふ
て
之
が
爲
め
に
小
企
業
よ
り
も

一
層
少
喜
悦
を
佛

ふ
こ
こ
(此
黙
は
原
料
税

の
影
響

)
、
此
が
爲
め
に
大
企
業
に
彼
が

鋤



、礁

馨

需
讃

革
毒
笹

書

な
寝

、凋

叢
に
大
金
轡

餐

春
慶
・
編

垂

製
墨

の
憲
.

一

利
心
憂
く
ろ
マ、
い
ひ
、
喪
例

ミ
し
て
英
国
に
て
小
黎
酒
醸
造
場

K

一
部
ぼ
大
資
本
の
威
力
に
凍

っ
て
倒
れ
た
ご
い
ふ
。
荷
ぽ
其
の
如
何

に
大
経
管
.

調

の
醤

要

唱

に
ぼ

、査

、
窄

テ
・
ハ
イ
〒

ば
火
酒
製
造
に
關
し
下
の
原
因
塞

ぐ
。

轟

σ
爽

酒
・
蕩

・
荘

、
大
・
藩

黌

摯

多
あ

小
・
・
癒

霧

於
て
・
り
も
蚕

な
る
栞

妻

に
置
～

ミ

鹸

聖
餐

費

一
坦

な
る
・…

恥

3
得
ら
れ

た
ろ
搾
が

一
糾
夏
仔
な
る
こ
ご

ツ

X4
津
為
銅
管

与

ろ
事
が
冬
期
間
不
問
噺
な

ろ
布
得
ろ
こ
こ

78

6ユ

即
・
饗

の
架

に
・
り
・
餅
鶏

駒
繋

誉

ら
ろ
・
・
三

】
・
そ

の
蓄

・
婚

・

.鐙

ω
製
禁

暮

諾

な
ろ
、
、
.、
の
爲

め
に
、

雇

に
饗

。

憂

約
・、
・
り
、
利
得
・

}
奨

・、
・
る
・
、
・

,

馳

鵬
愚欝

聯
灘
欝
疑
総
吻生産醤
一

筆
　
ー

ー

欝
B

B

俘
大

火
酒
製
造
揚
に
て
は
、
縄
憐
中
止

が

「
夙
少
し
。
何
こ
な
れ
ば
機
械
沼
風
が
必
要
な
る
だ
げ
で
に
多

く
に

二
重

に
存
す

る
か
ら
。

膜

讐

講

・
寒

奮

・
・
資

・
・
養

・
轟

羅

漢

・
・露

・
扮
・
…

か
吃

蕊

け
教
育
あ
ろ
指
導
者
の
俸
給
ご
同
車
に

一
般

匹
生
産
費
ド
っ
壷

て
も

い
ふ
こ
く
た
得
。

S

恥

コ

ラ

σ
炎

蝿

霧

梼

用
の
方
落

て
、
其
の
奮

く
§

大
な
・
栗

姦

尖

最

知
寸
ミ

尋

勉

馬

血

ロ

.建

㌧耽
り
賠
絵
欝
欝
明解
鱗
鞍
饗
蝦
腰
島
罐
翫謁
獣
臨
終

喩撒

叢

物
・
莚

亨

・
隼

奉

妻

・
羅

霧

・
墓

発

け
保
導

・
爲
・
量

盟・

鋤

鋤

験

哉

震

繋

生
薯

に
及
写

影

盤

愈
肇

的
藁

筆

恐

(第
二
號

七
一
)

二
二
七



一
論

説

消
壷
稔
が
生
産
看
に
及
ぼ
マ
影
響
の
吐
會
政
策
的
考
察

第
十
巻

(第
二
號

七
二
〉

ニ
二
人

ラ
…
偉
大
企
諜
に
は
租
税
轄
嫁
困
難
の
場
合
の
抵
抗
力
大
な
る
こ
ご
ヨ

大
生
産
者
は
普
通
、
自
己
の
資
本
も
大
で

…
。
臭

薯

某

を
利
孕

る
こ
{

太
い
傾
が
あ
る
.
彼
は
之
を
以
て
姿

勢

ぐ

麦

釜

条

つ
蕩.

A
.
に
、
之
を
消
磐

「に
韓
嫁
す
る
が
矯
め
の
争
闘
に
於
て
、
小
企
業
者
よ
り
も
永
一
此
争
闘
を
響

る
こ
嘉

出

薬
、其
藁

、小
生
産
者
積

れ
・
杢

嚢

の
み
響

、
大
生
薯

睾

少
・
蓑

小
生
馨

の
占
契

亀

歩
.

一
を
噛
併
呑
す
る
こ
五
が
出
家
る
。
元
來
普
遍

の
浦
費
桃
は
清
嬰
者
に
臨
嫁
さ
る
べ

く
豫
期

さ
れ
π
も
の
で
は
あ
る

…
が
、
事
異

通
り
。
、
論

こ
・
が
㌘

得
る
。
邸
ち
婆

者
・
方
が
欝

霧

・
垂

薯

・
・
も

一
層
舞

.

な
る
場
合
に
は
少
乏

も

蒔

、生
産
者
に
於
て
租
税
を
負
据
し
な
け
れ
ば
な
畠

。
此
場
合
、大
生
産
者
は
大
な

.

る
資
本

力
を

以
て
之

に
堪

ゆ

る
こ
ご
を
得

る
が
、小

生
産
者

は
其

が
出
來
申
し

て
、
早

く
敗

北
す

る
こ
ご
に
な

る
。

ラ

(C
大
企
業
に
は
税
務
吏
買
収
の
便
利
人
な
る
こ
ピ
ー

営
業
者
が
牧
税
吏
を
買
牧
し
て
税
法

の
適
用
を
有
利
な

一
■

一
ら
し
む

る
こ
8
は
、
勿
論
不

當

の
こ

ご
で
は
あ

る
が
、
實
際

に
は
多
少

行
は
れ

て
居

る
(註

一入
)。
此
場
合

大
企
業
者

一　

一
は
小
企
業
者
よ
り
も
提
供
す
る
所

の
賄
賂
が

「
雇
人
な
る
こ
ご
を
得

る
か
ら
、
之
を
爲
す
に
都
合
が
長

い
。
役
人

-一

.

も
小

い
庭

に
行
.つ
て
厳
格

の
こ
ε
を

い
ふ
て

は
居

て
も
、
太

い
虎
…で
は
案

外

に
寛

大
な

こ
ご
を

い
ふ
傾
.が
な

い
で

　
ロ

.

も
な
い
。
勿
論
此

は

一
概

に
は
い

へ
な
い
。
役
人
に
よ
り
特
に
彼
が
近
代
思
潮
に
樹
れ
て
張
る
ε
、
自
己
の
小
利

盒

に
顧
み
室
.
全
滞
の
幅
利
を
考
え
て
、
大
企
業
の
方
に
む
し
ろ
嚴
し
く
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
役
人
の
多

…
敷

の
人
情
か
ら
い
へ
ば
大
き
な
賄
驚

を
受
け
る
が
、
小
な
る
賄
賂
を
跳
ね
付
け
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
若

し
此

胸



蓄

墓

誌

、
砦

奮

蓉

の
穿

・
大
・
る
こ
長

薯

去

地
位
の
高
き
こ
彗

」
い
ふ
破
墨

麟

、詳

「

ロ

　

…
件
有
利
の
結
果
で
あ
る
Q

寓

…

八
・

髪

・
賄
離

・
つ
ミ

・
・
.・-
差

;

・
・
墓

恥

岬

面

相
叢

締
規
定
奨

企
薯

・
肩

霧

　

こ
ア

・
認

締
馨

が
小
鬟

禧

於
て
は
・
生

部

霧

暴

馬
の
比
較
。
小
な
・
だ
け
、
・
合
に
煩
讐

介
な
・
を
冤
柴

・
.
反
響

大
企
薯

・
・
割
盒

安

鯛
.

.

易

に
な
る
。
光

勲
か
ら

い
ふ

て
も
大

企
業

に
有

利
、
小
企
業

に
不

利

ご

い
は
な
け
れ

ば
な
ら

煎
(註

死

}。

S
、

.註

口九
.

レ
,
ル
に
製
.印
税
が
製
・足
場
ル
細
密
に
逗
跡
す
ろ
の
隙・督
に
・
り
・
徴
警

・
・
ミ

・
、
・
奮

旨

勇

・
霊

凝

滞

蕪

螢
錘

蓑

肋鞍
露
鷺

鍵
嬰
械
帰藩
讐

誤

'
.辮

謹
　　騰

磯　鰭
欝

　　灘

磁鞄　灘

雛
7

8

.

二
税
法
の
積
極
的
施
設
の
結
果
ー

ヨ

　

(

側
小
企
業
・
禁
止
一

撃

・
課
勢

饗

・
・
離

企
斐

定
の
大
さ
呈

の
少
警

誉

集
中
せ
し
め

認
認

よ

み

.

馨

隷

難

補
強
雛
厩軽

雌鱗

腰
難
処
箱
詰
漁恥

一
枚
視
の
便
宜
上
の
目
的
に
適
ひ
、
そ
し
て
生
産
衛
生
及
倫
理
上
の
目
的
に
も
適
ふ
。
た

ゴ
肚
會
政
策
上
或
下
戻
影

劉
鋤

諦

観

.裂

繋

生
産
誉

及
ぼ
影

響

審

繁

警

察

筆

費

望

號

ぎ

二
二
九



論

説

婆

税
・
生
産
者
・ト
及
・
影

響
・
壮
會
肇

胸
糞

肉

筆

巻

(第
二
號

茜

)

二
三
。

一
響
を
も

つ
遭

い
ふ
に
止

ま

る
.…

(
」舜
.
=

O

)

.
。
。
錘

造
。
上
。
繋

便
利
に
適
學

ろ
毒

ん
・
爲
・
旨

、
至

重
が
少
警

欝

彙

中
・
・
容
易
盤

禁

漏
し
得
る

.ーピ
婁

求
。
ろ
ご
.
ひ
、
.コ
↓

涛

國
産
物
窩

叢

書

書

・
観

護

・
集
寒

人
工
的
に
作
る
こ
三

あ
り
こ
い
ふ
.
コ
ン
7

,
に
特
に
謡

税
に
關
し
て
動
・叩
襲

脱
税
の
霧

藷

て
頗
・
馨

　

暮

・
必
器

銃
讐

し
・
堕

之
が
杢

場
に
て
の
毒

す
う

か
導

ピ
。
る
、一

・
ろ
遭
い
ひ
、
火
鍵

に
ミ

毒

・
・
ひ
、

・
滞

・
・
蕪

・・火
酒
あ

生
産
塞

鍛
の
忠

長

申
す

る
近
代
の
傾
向
が
此
磐

削
髪

雇

面
倒
少
か
ら
し
穿

¶ミ

、
な

つ
奪

い
や

ラ優

駿

準

。
定
め
方
一

に
よ
り
て
は
、
即
ち
例
之
、
原
料
視
設
籍

・
場
合
に
笑

企
業
霞

讐

へ
有

…
利
・
る
釜

鋒

を

「.肇

和

用
・
・
、

「,暦
有
利
　

こ
墓

得

る
・・
三

・・

、

(註

一
=

一

,
オ
ソ
ク
慕

響

に
棄

利
。
の
に
出
来
寺

た
る
毒

物
・
・
妥

、
薪

が
羅

標
響

…

ミ

で
あ
か
・
驚

が
羅

礪

.、な
ろ
ご
春
ば
璽

思
至

で
め
ろ
.
即
ち
大
饗

で
は
小
手
藁

者
・
E
霧

・
爲
・
・
鍵

能
　

・
瓦
落

穿

て
材
料
鑑

,
に
要

、
利
。
、
、
羅

法
髪

堕

し
・
ろ
堰

呈

・
材
料
利
用
・
行

・
・
一

・
・
土
嚢

茎

過
型

産
の
爲
め
茎

馨

聾

も
節
す
ろ
舞

ゼ
し
む
る
一

・・
企
磐

は
董

"癸

・
漿

一

高
養

却
・
・
讐

・
・
の
故
に
・'

夫
の
馨

よ
り
も
優
る
…

`

に
於
,」
、
全
讐

建

白
養

・
ざ
・
.へ
か
・
・
ゐ
・
射
し
て
)
長

・
奇

智

れ
た
ろ
萎

で
あ
き

い
砺
.

第

二

段

消

費

税

の
肚

會

政

策

上

生

産

者

に

及

ぼ

す

不

夏

影

響

の

匡

正

策

、右
遠
ぶ
・
聖

翼

襲

馨

政
策
上
、
星

雲

・
肇

・
排
孕

る
傾
　

`
爲
し
・
そ
レ
て
之
を
外

堀 畿 鷺雷翻繁無智
26)V・ ・k・

・Abg・1・en・t・.S.532,

563.Cohn、a.』a.0,

c.p.520.

s・49り.



藩

密

談

レ
丞

ぐ
薯

或
黙
・
於
垂

ま
し
か
寒

忌

の
ε
し
て
之
を
匡
正
し
や
窪

い
ふ
な
ら
ば
・如　

…
何
な
る
方
策
を
以
て
す
る
か
ゴ
次
の
問
題
で
あ
る
。
.が
此
は
結
局
次
の
方
策

の
外
な

い
ε
思
ふ
。

　
ラ

一
↑
棋
本
第
一

最
根
本
的
な
る
は
普
通
の
消
費
税
を
政
府
濁
占
又
は
專
質
に
改
造
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
ご
き
は

乏

に
撃

て
小
企
業
者
の
復
活
を
生
じ
は
せ
貧

、
併
し
大
生
著

て
ふ
少
警

を
有
利
診

て
小
生
肇

て
ふ

.

多
数
者
を
不
利
ピ
す
る
弊
は
な
く
な
る
。
大
小
企
業
者
を
な
く
す
る
こ
と
に
依
り
て
、
企
業
上
の
利
益
は
租
税
に

當

る
べ
き
部
分
ご
共
に
政
府
に
牧
納
せ
ら
れ
て
、
其
得
ら
れ
な
る
利
益
は
過
去
の
大
小
企
業
者
#
に
其
他
の

一
般

人
民
の
上
に
均
霑
せ
ら
れ
る
こ
ε
に
な
る
。
肚
會
上

の
不
公
季
は
取
除
か
れ
る
こ
ε
に
な
る
。
集
中

の
有
利
な
る

庭

に
は
政
府
濁
占
も
椙
當
に
有
利
で
あ
り
(註
二
二
)、
其
利
益
は
之
を
多
数

の
人
々
に
均
霑
せ
し
む
る
こ
ご
が
望
ま

し

い
。

一
方
大
工
業
集
中

の
實
際
の
大
勢
が
少
く
ε
も
政
府
濁
占

に
封
ず
る
人
々
の
嫌
悪
を
緩
和
す
る
こ
ε
に
も

な
る
蓋

二
三
V。
特

に
此
政
府
濁
占
の
場
合
に
し
て
而
か
も
物
の
製
造
が
民
間
に
任
か
さ
れ
之
が
販
畳

に
つ
き
て
の

み
政
府

の
凋
占

の
行
は
る
＼
ε
き
に
は
、
買
上
償
格
を
小
経
管
者

に
大
経
瞥
者
よ
り
も
高
く
定
め
右
こ
ご
に
よ
り

て
、
後
に
い
ふ
累
進
ε
同
車
を
行
ふ
て
小
企
業
者
を
有
利
ご
す
る
を
得
る
。
尤
為
其
定
め
方
に
多
少
の
困
難
は
あ

.

る
が
。
荷
ほ
又
政
府
濁
占
に
は
右
の
外
色
々
の
長
所
も
あ
り
#
〃に
短
所
も
あ
り
(註
二
四
)、
詳
し
く
は
其
を
凡

べ
て

.

考
察
す
る
ζ
`
を
要
す
る
。
其
は
追
て
述

べ
や
う
ご
思
ふ
が
、
少
く
ε
も
前
記
の
黙
よ
り

い
へ
ば
.
む
し
ろ
普
通

　
も

.

の
清
費
視

の
鉄
黙
を
補
ふ
根
本
的
利
益
が
あ
る
。
.

、一

…

(註

=
二
}

コ
ソ
サ
に
大

な
る
且

つ
國

の
少
鍛
の
場
面
に
限
ら
れ
た
る
工
場

に
て
骨
ば
れ

た
る
或

工
業
、
叉
に
饒
り

に
大
な

ろ
縄
濟
上

の
不
利
な
し

論

説

酒
盗
税
が
生
産
者
に
及
ぼ
す
影
響

の
紀
會
政
策
的
考
察

第
十
巻

.
(第

二
魏

七
五
)

二
一一=

27)Dierschke,
、a.a・0・S.93・

.

、



「

論

説

裟

税
童

薯

に
及
・
ず
懸

・
審

政
欝

藁

筆

費

第
二
號

圭
ハ=

=
三

…
に
。
に
土
嚢

躇

の
・
り
に
天
蓋

墜

・
困
猿

舞

・
・
人
詩

・
少
敷
・
毘

に
集
・
さ
れ
得
る
或
工
誉

、
濁
占
縁

濟
上

地
奏

書

も
の
。
。
ろ
ξ
い
ひ
、
・
ソ
〃
も
略
・
撰

・
、
菱

甕

或
旨

・
非
常
・
姦

・
貼
蓬

に

制
嬰

ら
る
、
か
或

は
畳

.

経
済
に
封
し
て
聲

に
大
な
る
莉

な
し
・
食

的
・
姦

の
場
所
摘

讐

・
れ
得
・
物
讐

の
蔓

行
す
べ
書

の
ε
い
ひ
、
ヘ

ソ
ク

ル
は

…
火
酒
轟

特
に
萎

禽

占
に
書

、
些

好
餐

塁

移
・
言

大
饗

・
謡

・
番

・
　

火
酒
製
霧

箭

提
ご

爲

軸

(註
量

=

。
チ
唱

-
、
大
企
詣

・
華

・
　

愈
・
農

・
乞

。
而
モ

初
・
陸

悪

善

え
・
れ
た
ろ
財
蜀

古
筆

ろ
無

ポ
ロ

ぐ
　

ナ

す

る
と
ロ

=

註
・
四
・
・
中
、
・
翁

・
義

饗

・
歩
・
止
・
・
豪

非
蜘
　

・
此
量

ザ
亜
詮

で
あ
る
が
、
併
し
或
炭

ま
　

私
人

～

の
.蘂

の
大

集

中

、
随

て
濁

占

ご
な

ろ
・
ミ

換

り

て
も
起

ろ
…

・
で
あ

ろ
・

露
難
聴
羅

簿

叡舞
舞
無

縫
鐸
群
蜘

奮

か
、
又
は
他

の
弊
害
が
あ
り
て
賺

せ
し
む
る
か
で
あ

る
・

ラ駿

小
企
書

轟

課
税
し
、
特
に
累
進
撃

課
す
・
忌

一

死
は
従
来
の
賓
例
・
依
る
ご
垂

…

製
造

下
視
の
み
・
行
・
離

、
む
し
ろ
ぞ

原
料
聾

行
・
れ
た
が
・
響

麗

に
も
行
は
れ
な
い
ミ

な
い
。
.そ
し

詫

は
徒
輩

者
の
苦
.心
し
奇

で
、
前
記
小
金
箸

の
大
企
薯

に
芒

て
韓

能
.力
の
乏
し

き
こ
叢

り
い
、

べ
ぱ
當
然
行
ふ
べ
葦

毛

あ
・
垂

・
・。
そ
し
て
蓋

菱

は
」累
進
の
定
・
方
は
・
善

時
の
普
垂

購

態

　

憾

じ
て
適
當
に
定
む
ぞ

、
其
彙

、
夫
の
小
企
業
輩

・
阻
止
す
・
・
{

な
・
薯

・
ら
・
・
が
・
併
し

反
面
菌

難
を
俘
ふ
.。
毛

・蕊

ふ
の
は
.、
企
響

の
努

の
大
小
が
器

量

産
誓

か
原
醤

用
高

ご
か
い

28,Cossa
,G

ulden.S.「undrissd.Fw155.Heckel ,・達 識 葛 ・i誉:
(Conrad,Hwb・3Aufl.工II)S.211.
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「姦

暮

拶

妻

に
の
慶

・
迭

・
二
八
・か
ら
、
此
製

蒙

來
不
傘

寒

奇

襲

あ
り
・
其
決
定
層

　
結

局
多
少
恣
欝

た

。
髭

れ
撮
の
と
.註
。
九
.、
其
は
斯
か
る
藷

に
は
止
む
を
得

ね
、
暫
セ

學

・
乞

て

一
も
、或
聴

に
定
め
ら
れ
た

る
逼
當
な
る
税
率

の
割
合
が
、
時
勢
の
璽

に
よ
り
生
産
方
法
の
改
頁
の
行
は

る
玉
に
從
ひ

大
艦
不
適
當
ど
な
り
(註
三
〇
)
、
特

に
同
種
企
業
中
、
各
企
業

の
改
頁
方

法
採
用

の
度
合
の
異

る
に
よ
り
て
も
不
公

　

　
季
に
な

る
。
尤
も
猫
逸
の
實
蹟
で
は
累
進
課
税
に
よ
b
大
膿
小
企
業
維
持

の
目
的
だ
け
は
達
し
π
こ
い
ふ
謎
三
ご

け
れ
ε
も
、
決
し
て
精
密

に
い
ふ
て
異

い
仕
方
ご
は
い
へ
な
い
。

(註

二
五
》

σ
火
酒
一

古
く

7

ζ

の

一
益

一八
缶

火
酒
鏤

金

税
)
赴

釜

に
つ
鹿

砦

一
丁

四

"
。
イ
ソ
ァ
」

藁

的
鍵

者
四

汰

・
ロ
イ
ソ
ァ
i

、、
い
ふ
役

用
材
料
の
種
類
感

じ
て
課
し
た
。
併
し
此
竪

ナ
ル
・
の

い
ふ
如

く
恐
ら
く
ば
農
業
的
製
造
業

牛
年
休
で

あ

っ
た
爲

め
で
、
此
に
よ
叫
彼

に
別
段

の
恩
典
の
與
・ん
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
輩
に
準
準
が
齎
ら
さ
れ
た
も
の
で

あ
ら
う
D
其
後

、
小
縄
醤
に
封

ず
ろ
轟

的
恩
馨

天

六
入
舞

諸

相
需

盟
の
火
酒
婁

が
與
・窒

。
即

り
本
税

一
三

、九

一

・
・
F
就
皇

+

プ
エ
・
・
ツ
ヒ
・
+

万

青

翠

芳

+
六
日
ま
で
饗

し
、
前

の
夏
期
冬

休
ゐ
惟
た
自
ら
馨

す
ろ
義

々
使
用
し

一
旦

〇
三
?

ー
ト
率

よ
ガ

多
く
な

産

著

ろ
農
業
的
火

酒
製
造
揚
旨

.
一
三

、
九
り
ー

ト
ル
に
戯
者
二
+
五
プ

う

呂
ソ

是

課

す
る
き

ヒ

な

つ
奄

類
似

の
例
怯

バ
歪

㌻

に
も
あ
ろ
。
そ
れ
か
ら
大
小
巡
鶯

依

棄

進
灘

に

天

八
七
年
の
合
鍵

に
亘
れ
ろ
火
酒
税
法

に
於

て
之
覧

ろ
・
即

ち
農
業
的
火
酒
製
造

場
が
妻
芽
入
桶
硯
々
課
ぜ
ら
れ
、
其
桶
の
容
積

[

管
ま

ろ
㌦
農
業
的
火
酒
製
造
揚
ド
て
に
、

(
〃
ト
リ
ー

ト
ル
毎

に

馬

克
=
=

布
々
課

ぜ
ら
れ
、
特

に
+
月

百

よ
"
六
月
+
玉
石
ま
で

恥

百

千
均

一
。
五

Q

コ
ー

ト

ル

よ

り

多
か

・
星

琴

・
あ

呈

纂

の
+
分

六

恥

…

,

.

.

.

一
五
。

。

、
一

、
ル

..
…

.
…

…

…

…

-

・
三

.
・.
・
.
…

雰

八

㏄

..

.

.

..

.

.

」
二
〇
〇

〇

、
可
1

ト

ル

:

:
・
:

:
・
:

:
ゴ

:

:

・
:
・
:

:
:

・:
・
十
分

九

論

説

惰

費

税

が
生
産

者

に
及

ぼ

す
影
響

の
肚
會

激
策

的

考
察

第

十
岩

(第
二

號

七
七
)
.

二
三

三

,

`

、'



論

説

滑
費
税
海
生
産
者
に
及
ぼ
す
影
響

の
龍

宮
政
策
的
考
察

第
十
奮

(第

二
號

七
八
)

二
三
四

荷

ば
別

に
小
節
圏
だ

が
ら
も
小
な
る
工
業
的
火
酒
製
造
揚
も
考
慮

ぜ
ら
ろ
。
即
ち

一
年
度
に

「
五
〇
〇
、
{
〃
ト
サ
ー
ト
ル

よ
り
も
多

か
ら
ず
生

産
す
る
者
や
又
に
唯
自
己
の
妻
沼
生
産
の
津
の
み
を
使
用
し
叉
11
輩

に
非
粉
状
材
料
(糖
蜜
、
砂
糖
芋
、
又
請
芋
汁
を
除
く
、あ

み
為
使
用
す

る
』.

.
の
に
、
州
政
府

`
り
法
律

に
て
指
定

さ
れ
た
る
縄
醤
設
備
叉
に
監
督

の
免
除
な
與
丸
ら
る
、
こ
ミ
々
得

る
。
更
ら
に

一
入
入
七
年
四
月

一
日
に
存
在

し

百

、

δ

、O
o
o

り
ー
ト
ル

よ
り
多
か
ら
す
生
産
す

ろ
工
業
的
火
酒
製
造
場
に
從
來

羅

瞥

の
範
園
に
封
」

純
酒
精

丁

-

・
ル
に
つ
.

き
四
布
だ
け
附
加
税

の
輕
減
が
與
え
ら
れ
、

】
○
、㊦
O
O
り
ー
ト
ル

よ
71
多
く
併
し
二
〇
、O
O
Q
り
ー

ト
ル

以

下
の
に
に
二
布

の
軽
減
が
與

え

ら
れ

る
。
其
れ
か
ら

一
入
九
五
隼

の
蒸
溜
税
も
が
産
額
の
大
小
に
依
ろ
累
進
糠
暁
々
行
ひ
、
一
九
〇
九
華
の
火
酒
粉
に
て
に
生
産
年
額
三
+
り

ー

ト
ル
々
超
,ん
ざ
ろ
ξ
き
に
十
分
二
だ
げ
軽
減
ぜ
ら
れ
、
副
視
た

る
郷
醤
税
が
邸
造
揚
の
大

さ
に
よ
り
段
階
づ
σ
ら

ろ
」
。
雌
勾

に
て
も
農
業
的

火

酒
製
造
揚

に
恩
典
心
奥
ふ
る
例

が
あ
り

、
其
は
工
業
的
の
に
も
多
少
行
に
れ
、
佛

に
て
も
少
く
ざ
も
自
家
用
火
酒
製
造

の
恩
典
が
あ

る
。
露
国

に
も
小
経
管

及
農
業

へ
の
恩
典
の
例
が
あ
り

、
白
耳
義
に
も
農
業
的
の
に
封
ず
ろ
恩
典
が
あ

っ
た
し
、
端
西
に
11
自
家
用
叉
は
日
産
原
料
火
酒
製

造

の
恩
典
が
あ
っ
た
。
伊
太
利
に
も
嘗
て
自
家
用
火
酒
製
造

の
恩
典
が
あ
り
、
セ
ル
ビ
ア
に
も
あ

っ
た
。

一

.

ω
変

酒
税
ー

パ
イ

エ
ル
ン
、
ヴ

ュ
ル
テ

ン
ベ
ル
ヒ
、
バ
τ
デ
ン
の
三
画

に
て
縄
螢

の
大
小
に
依
ろ
妻
酒
税
の
累
進
が
あ
剛

、
埋
　勾
に
て
も
中
小

妻

沼
醸
造
家

に
は
正
常
牽

に
比
し
て
特
段
す
ろ
宥
恕

が
與
え
ら
藻

.其
が
経
管

の
小

な
み
ほ
こ
大
で
あ

っ
た
。
叉
丁
抹

に
し
短
期
間
の
存
続
で
に

あ

っ
た
が
、
縄
螢

の
大

さ
に
依

ろ
霙
酒
種
の
階
段
制
が
行

11
れ
た
甜

〔註

=
六
)

ヂ
ー
ル

シ
高
ク
は
大
纏
瞥

々
消
費
税
の
芳
油

に
て

「
暦
重
く
課
税
ず
る
の
案
は
與

え
ら
れ
大
る
事
情

の
下
F
は
正
當
な
み
が
如
し
ε

い

ひ
、
フ
ナ
ツ
ケ
に

一
定
量

虞
叫
も
少
春
夢
芽

隠
使
用
す
ろ
小
変
酒
製
造
場
に
は
適
當

な
ム
分
級
に
て
税
の
鯉
減

の
與
え
氏
夙

ギ
ヒ
き

(
バ

イ

エ
ル

ン
)
に
、
此
∬
畏
く
考
え
ら
れ

た
ろ
方
策
で
あ
る
ご
い
ひ
、
ス
ト
ル
ー
フ

エ
も
原
料
に
俵
ろ
妻
酒
税

に
生
産
牧
益
に
於

け
ろ
技
術
上
の
相
違

に
〔此

の
鯉

も
の
が
規
則
正
し
く
現
は

を

だ
げ
で
に
)
出
來
ろ
だ
げ
漉
攣
の
相
當
な
ろ
分
級

ド
よ
り
て
適
癒
す
ろ
ミ

か
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
9

い
価

尤
ー

プ
・
暴

酒
馨

墜

け
乃
こ
墨

摺
窺

・
慧

長

{

輪

蓋
・
此
が
裟

に
達
す
ろ
藁

蕎

且
垂

癖

`
り
澗
立
し
て
課
す
べ
き
消
費
税
ε
し
て
の
性
質
三

教
ぜ
な

い
か
ら
で
あ
る
。

31)

32)
33)
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、§

5

..窄

㌻

・
.武

相
鑑

駐

原
聖

の
正
理

二

霞

嵜

に
野

芒

長

い
へ
・
饗

接

れ
ば
・
萎

際
上
の
適
用
勝

に
曇

斑

犬

な
ろ
困
難

に
遇

ふ
ピ
説
く
。

r

(註

二
八

)

ワ
グ
ナ

'
-

ば
各
箇

の
生
産
者
ば
其

人
的
経
済
的
及
技
術
的
事
情

の
諸
多

の
も
の
ド
依
り
矢

小
纒
菅

に
於
け
ろ
)
、
固
定
及
蓮
軸
資
本
の

、

レ

上

F
資
本
の
分
配
に
`
り
、
其

設
備

の
揚
威
的
地
位
に
よ
り
全
く
不
平
等
な
ろ
度
に
て
、
彼
等
エ
リ
梯

11
れ
た

ろ
粉
々
醤
嫁
す
ろ
能
山ぺ
な
も
つ
。

往

々
に
し
て
此
税

の

一
部
が
彼
等

の
上
に
止
ま
る
。
併
し
此

が
全
く
異

れ
る
度
に
て
起

ろ
ミ
い
ひ
、
ス
ト
ル
ー
フ

ニ
も
、
租
税
段
階

の
實
際

の
適

用

の
多
《
不
満
足
な
る
の
11
、
此
に
於
て
前
提
さ
れ
た

ろ
生
産
取
釜

に
於
げ
る
相
違
が
魔
除

醸
遊
場

の
郷
管
の
大
さ
に
か

、
ろ
こ
い
ふ
ご
ミ
が
精

の

密

に
現
に
れ
ず
叉

一
般
に
適
當
な
る
拠
型
奄
齋
ら
し
め
た

い
こ
ご
に
基
く

"き

ふ
6、

、

・

(註

=
九
)

フ
ナ
ツ
ケ
は
曰
く
「
夫
の
輕
減

の
度
及
分
級
の
方
法

11
常
に
然
意
的
で
わ
ろ
ξ
。

ス
ト
ル
ー

フ
エ
も
亦
曰
く
、

一
般

の
徴
候
エ
リ
附早
一

U

の
輝
国
に
昂

マ
ろ
こ
ε
及
此
に
エ
リ
租
税

の
税
率
暗
々

一
定

の
規
模
の
大
さ
に
工
り
定
む

ろ
こ
ぜ
ば
、
立
法
に
於
て
常
に
或
恣
意
存
偉

ふ
べ
し
ε

&

.

い
緬
・
.

o

H

繋

輪
灘

罐
灘
髄鍵
灘

磁

桝蠣
齢…聯贈賄∴
謄

垂

二

・
ヂ
ー
ル
・
ユ
・
の
麗

に
疹

痴

奪

・
葉

・
雛

・
葉

、
尖

耀

毒

盃

、
退
却
・
叢

・
現
廷

大

塩

臨

齢
礫
騨
灘

蕪
鞘

畿

碗耽薦
け緊

馨

癖

麗
踊糖
難
鱗

糠罐
鼎
醜

園
内
に
於
け
ろ
大
縄
誉
産
の
穿
酒
販
隙
の
制
限
々
結
果
,.、始

の
中
絶
醤
は
茸
・敷
及
原
料
使
用
量
・・
於
て
滑
加
し
た
.
其
・肌
$
能
力
ば
他
の
嬰
酒

慰

紺

醸
造
業

に
比

し
て
改
善
ゼ
ら
れ
た
。
3
4.
醸
造
場
に
税
率
の
階
級
に
よ
叫
得
ら
れ
た
ろ
節
約
な
多
く
経
管
改
頁

に
利
用
し

、
此
醸
造
揚

の
落
時
の

　

　

ど

こ
　

v

n

・、

v

s

モ

　

ロ

ユ

ア

エ

こ

エ

退
却
の
猶
豫

が
齎

ら
さ
れ
た
ピ
い
細
。

翫
輪
恥
無
恥

.

堺

法
・
於
・
・
小
企
業

許
可
・
規
定
(鶉

・
本
・
酒
勢

如
き

・
蟹

・
・
慧

1

・
亦
万

法
で

熱

謝

論

説

漕
酷
税
が
生
産
者
に
及
ぼ
す
影
響

の
祀
會
政
策
的
考
察

第
十
巷

ジ
〔第

二
號

七
九
)

二
三
五



論

説

漕
費
硯
が
生
産
者
に
及
ぼ
す
影
響
の
庇
會
政
策
的
考
察

第
†
巻

(錦
二
蹴

爪
O
)

二
三
六

.

は
あ

る
。
併

し
此

は
椀
務

行
政

上
不
便

を
増

し
、
並

に
生
産
上

に

も
有
利
な
ら
す

、
衛

生
及
倫
理
上

に
も
不
利

ε

な
る
か
.5
、
.
.
其
採
用

に
躊
躇

せ
し
め

る
。
或

は

う

じ

に
税
務
官
吏

の
聞
に
肚
會
政
策
上
の
観
念
を
鼓
吹
す
る
こ
ε
一

も

[
.の
匡
正
に
は
な
る
。
彼
等
に
之

に
閲
す

る
明
確
な
る
窺
念
が
あ
る
.ε
、
大
企
薯

に
は
酸
重
・妄

り
、
小
企
業
者
に
は
寛
大
こ
い
き

毫

あ
り
得
る
が
・

併
し
其
通
當
な
る
程
度
ご
い
ふ
こ
ご
が
⊥
ハ
つ
か
㌢

、
之
を
濫
用
す
る
・
・ミ

な
る
の
恐
も
あ
る
・
、馨

之
量

　
を
置

く
謬

に
は
往

か
な

い
。
.

結

論
.

以
上
要
之
.
普
通
の
消
費
税
は
自
然
の
大
勢
よ
り
並
に
挽
法
の
結
果
ε
し
て
、
生
産
者
相
互
の
間
に
於
け
る
肚

會
政
策
上
不
利
な
る
影
響
を
齎
ら
す
。

そ
し
て
其

が
中
等
階
級
政
策
上
不
利

ε
認

め
ら
る
Σ
。
勿
論
其
に
不
利
の

.

み
伴
ぶ
の
で
は
な

い
が
、
此
不
利
を
不
利
ε
認

め
、
之
を
排
除
す

る
に
は
、
色
々
の
方
法
が
考
え
ら

る
㌻
が
、
現

在
の
租
枇
制
度
を
維
持
し
て
行

ふ
の
方
策
は
絵

り
賛
成

の
出
來
な

い
峡
黙
を
育

つ
。
其
庭

で
比
熱
か
.ら
見
て
政
府

凋
占

に
移
る
方
が

一
層
問
題
の
解
決
を
簡
輩

に
す
る
も

の
ε
思
は
る
》
。
之

に
よ
り
て
政
府
使
用
人
て
ふ
中
等
階

霰

維
持

に
も
な
り
、
そ
し
て
事
業
利
益
を

一
般
人
民

に
均
霑
過
レ
む
る
こ
ε
を
も
得
る
。
尤
も
政
府
凋
.占
ご
な
れ

㎝
ぱ
決
し
て
此

れ
だ
け
で
は
問
題
が
決
せ
ら
れ
な
い
。
他

に
更
に
色
々
の
事
を
考
え
な
け
れ
幡
な
ら
ぬ
が
、
其
は
後

.

文
に
ゆ
づ
り
、
今
は
此

一
難
よ

り
し
て
暫
ら
く
政
府
濁
声
を
勝

れ
り
と
し
て
置
く
。


